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一
　
は
じ
め
に

　
Ａ
と
い
う
国
家
が
、
Ｂ
と
い
う
国
家
に
対
し
て
何
ら
か
の
行
為
を
さ
せ
る
あ
る
い
は
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ａ
国
が
Ｂ
国
に

対
し
て
経
済
制
裁
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
と
仮
定
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
単
独
国
家
（
あ
る
い
は
地
域
的
国
際
機
関
）
が
独
自
に
行
う
経

済
制
裁
は
、
一
方
的
制
裁
（unilateral sanctions

）
と
呼
ば
れ
て
い（
1
）る。
通
常
の
制
裁
で
あ
れ
ば
、
Ａ
国
は
国
内
法
を
制
定
し
、
Ａ
国
と

Ｂ
国
の
取
引
に
一
定
の
制
限
を
課
す
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
制
裁
実
施
国
（sender state

）
を
Ａ
国
、
制
裁
対
象
国
（target 

state

）
を
Ｂ
国
と
す
る
、
一
次
制
裁
（prim

ary sanctions

）
と
い
う
最
も
一
般
的
な
経
済
制
裁
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
単
独
国
家
が
実
施
し
て
い
る
中
で
、
こ
の
一
次
制
裁
と
性
格
を
異
に
す
る
経
済
制
裁
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
国
が
自
国
の

法
律
に
よ
っ
て
、
制
裁
対
象
国
の
Ｂ
国
と
第
三
国
の
Ｃ
国
間
の
取
引
に
制
限
を
課
す
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
二
次
制
裁
（secondary 

sanctions

ま
た
はsecondary boycott

）
と
区
分
さ
れ
て
い（
2
）る。

こ
れ
ま
で
多
く
の
二
次
制
裁
が
、
Ａ
国
に
米
国
、
Ｂ
国
に
米
国
と
敵
対
す

る
国
家
、
Ｃ
国
に
そ
の
他
の
諸
国
が
当
て
は
ま
る
形
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
Ｂ
国
だ
け
で
な
く
Ｃ
国
に
も
大
き
な
経
済
的
打
撃

を
与
え
る
措
置
で
あ
り
、
後
述
の
通
り
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
日
の
経
済
制
裁
の
多
く
は
、
国
際
連
合
（
以
下
、
国
連
）
の
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
、
安
保
理
）
決
議
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
国
連
に
よ
る
制
裁
は
効
率
的
か
つ
人
道
的
な
制
裁
内
容
が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
長
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
家
が

独
自
に
実
施
す
る
制
裁
を
考
慮
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
、
疑
問
を
抱
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
国
連
に
よ
る
当
該
措
置
は
安
保
理
決
議

を
制
裁
発
動
の
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
か
の
常
任
理
事
国
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
場
合
に
実
施
さ
れ
な
い
。
実
際
に
、
冷
戦
期

に
国
連
に
よ
る
制
裁
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
二
〇
一
四
年
以
降
の
対
ロ
シ
ア
制
裁
が
国
連
を
介
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
鑑
み
る
に
、
武
力
の
行
使
に
至
ら
な
い
他
国
へ
の
有
用
な
政
策
と
し
て
、
国
連
と
い
う
枠
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組
み
を
超
え
て
行
わ
れ
る
経
済
制
裁
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
経
済
制
裁
の
目
的
に
直
接
的
関
連
性
を
有
し
な
い
Ｃ
国
が
、
本
当
に
Ａ
国
法
に
従
う
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
判
断
基
準

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
本
来
、
こ
の
解
は
国
家
間
の
法
的
関
係
を
規
律
す
る
国
際
法
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
論
文
の
狙
い
は
、
米
国
の
二
次
制
裁
を
規
定
す
る
制
裁
法
と
第
三
国
の
法
的
関
係
に
つ
い
て
、
国
際
法
の
基
礎
を
為
す
原
則
の
一
つ
で

あ
る
国
家
管
轄
権
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
、
さ
ら
に
最
近
の
事
例
や
米
国
の
法
的
見
解
を
示
す
資
料
を
用
い
て
、
そ
の
展
望
を
考
察
す

る
こ
と
に
あ（
3
）る。二

　
国
家
管
轄
権
と
経
済
制
裁

㈠
　
域
外
管
轄
権
と
は

　
ま
ず
、「
域
外
管
轄
権
（extraterritorial jurisdiction
）」
と
は
何
か
。
一
般
的
に
は
、
域
外
管
轄
権
と
は
、「
国
家
が
自
国
領
域
外
に
お

け
る
人
、
財
産
や
行
為
に
関
し
て
法
を
制
定
、
適
用
あ
る
い
は
執
行
を
行
う
権
能
の
こ
と
を
示
す
」
と
解
さ
れ
て
い（
4
）る。

し
か
し
、
一
九

九
〇
年
代
初
頭
に
ロ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ド
に
よ
っ
て
「
不
当
な
管
轄
権
行
使
を
非
難
す
る
意
図
を
含
む
偏
っ
た
語
句
で
あ
る
」
と
指
摘
さ

れ
て
以
来
、
国
際
法
学
者
は
当
該
語
句
を
用
い
る
こ
と
に
消
極
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い（
5
）る。
た
し
か
に
、「
域
外
管
轄
権
」
と
は
米
国
法

の
妥
当
性
を
問
う
場
面
で
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
あ
る
た
め
、
そ
の
起
源
か
ら
見
れ
ば
中
立
的
立
場
を
表
し
得
な
い
と
捉
え
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
点
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
域
外
管
轄
権
」
は
法
律
用
語
と
し
て
一
定
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一

に
、「
域
外
管
轄
権
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
た
ロ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ド
自
身
が
、
二
〇
〇
八
年
の
著
作
で
別
段
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
な
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く
こ
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
視
し
な
く
て
は
な
ら
な（
6
）い。
二
点
目
に
、
二
〇
〇
六
年
に
は
国
連
国
際
法
委
員
会
に
お
い
て
も

論
題
と
し
て
「
域
外
管
轄
権
」
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
当
該
委
員
会
に
お
い
て
「
域
外
管
轄
権
」
と
い
う
概
念
は
領
域
外
へ
の
主
権
的
権

利
ま
た
は
権
威
（authority

）
の
行
使
の
こ
と
を
指
す
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ（
7
）る。
し
た
が
っ
て
、
異
議
を
呈
し
た
本
人

が
よ
り
最
近
の
著
作
に
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
国
際
法
の
漸
進
的
発
達
及
び
法
典
化
を
目
的
と
す
る
国
際
法
委
員
会
に
て
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
今
日
の
国
際
法
学
に
お
い
て
は
こ
の
概
念
が
一
般
性
並
び
に
中
立
性
を
獲
得
し
た
と
評
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
以
下
の
論
文
で
は
自
国
の
法
律
に
よ
っ
て
他
国
の
行
為
を
規
律
す
る
管
轄
権
を
「
域
外
管
轄
権
」
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈡
　
国
家
管
轄
権
の
種
類

　
国
家
管
轄
権
に
は
、
様
々
な
分
類
が
存
在
す
る
。
米
国
の
「
合
衆
国
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
と
、
合
衆
国
の
国
内
法
で
あ
っ
て
、
合
衆

国
の
対
外
関
係
に
と
っ
て
実
質
的
に
重
要
、
ま
た
は
他
に
重
要
な
国
際
的
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
法
」（
以
下
、

米
国
対
外
関
係
法
）
の
第
四
〇
一
条
に
よ
れ
ば
、
国
家
管
轄
権
と
は
、
司
法
管
轄
権
・
執
行
管
轄
権
・
規
律
管
轄
権
（jurisdictions to 

prescribe

）
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い（
8
）る。
日
本
で
は
、
立
法
管
轄
権
（legislative jurisdiction

）・
司
法
管
轄
権
・
執

行
管
轄
権
の
三
つ
、
あ
る
い
は
後
者
二
つ
を
合
わ
せ
て
強
制
管
轄
権
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
論
の
考
察
対
象
は
米
国
の
制

裁
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
前
者
の
米
国
に
お
け
る
区
分
に
倣
う
こ
と
と
し
よ
う
。

　
さ
て
、
本
論
文
で
問
題
と
す
る
域
外
管
轄
権
は
主
に
国
家
の
域
外
に
お
け
る
規
律
管
轄
権
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
執
行
管
轄
権
と
司

法
管
轄
権
の
域
外
適
用
は
限
定
的
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
す
で
に
国
際
法
上
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ（
9
）る。
一
方
、
規
律
管
轄

権
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
国
家
の
裁
量
権
を
広
く
認
め
ら
れ
て
き
）
10
（

た
。
こ
こ
に
は
、
た
と
え
域
外
適
用
を
念
頭
に
置
い
た
立
法
が
為

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
法
律
が
域
外
で
執
行
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
深
刻
な
国
家
間
の
対
立
を
招
く
よ
う
な
問
題
に
は
繫
が
ら
な
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い
と
い
う
推
定
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
）
11
（
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
後
述
の
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
一
国
の
国
内
法
の
持
つ
影
響

力
は
拡
大
し
て
お
り
、
ま
た
私
法
と
公
法
の
区
別
が
難
し
い
法
律
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
律
に
関
連
す
る
域
外
管
轄
権
の
明
確

な
線
引
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
え
）
12
（
る
。

三
　
米
国
に
よ
る
制
裁
と
事
例

㈠
　
二
次
制
裁
を
め
ぐ
る
現
状

　
こ
れ
ま
で
米
国
の
一
方
的
経
済
制
裁
は
、
そ
の
域
外
性
の
た
め
に
国
際
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ

で
は
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
参
照
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、
米
国
の
在
外
子
会
社
が
所
在
地
法
に
抵
触
し
た
事
例
と
し
て
、
一
九
九
七
年
の

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
製
パ
ジ
ャ
マ
の
販
売
を
巡
る
事
件
、
通
称
「
パ
ジ
ャ
マ
問
題
」
が
注
目
を
集
め
）
13
（

た
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
も
、
類
似
し
た
事
件
は
起
こ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す
る
ス
タ
ー
ウ
ッ
ド
ホ
テ
ル
の
子
会
社
で

あ
る
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
マ
リ
ア
・
イ
サ
ベ
ル
ホ
テ
ル
が
キ
ュ
ー
バ
人
団
体
を
追
い
出
し
、
メ
キ
シ
コ
国
内
法
違
反
と
し
て
罰
金
を
課
し
て

い
）
14
（

る
。
同
様
の
キ
ュ
ー
バ
人
宿
泊
拒
否
問
題
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
諸
国
で
生
じ
て
い
）
15
（

る
。
こ
の
よ
う
な
抵
触
に
関
す
る
事
例
は
後
を

絶
た
ず
、
制
裁
法
の
域
外
管
轄
権
が
問
題
と
な
る
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
近
年
、
非
難
の
的
と
な
っ
て
い
る
の
が
金
融
取
引
に
対
す
る
米
国
制
裁
法
の
規
制
で
あ
る
。
米
国
は
、
特
定
の
国
家
へ
の
ド
ル

建
て
取
引
に
関
与
し
た
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
Ｉ
Ｎ
Ｇ
に
対
し
て
罰
金
六
億
一
九
〇
〇
万
ド
ル
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行

に
対
し
て
計
三
億
二
七
〇
〇
万
ド
ル
、
二
〇
一
四
年
に
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
に
対
し
て
計
八
九
億
ド
ル
を
米
国
当
局
に
支
払
う
よ
う
命
じ
て
い

る
）
16
（

。
も
ち
ろ
ん
日
本
企
業
も
当
該
措
置
の
例
外
で
は
な
く
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
米
国
制
裁
法
に
違
反
し
た
と
し
て
二
〇
一
二
年
に
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七
億
円
、
二
〇
一
三
年
に
は
二
四
五
億
円
の
和
解
金
を
支
払
っ
て
い
）
17
（
る
。
こ
の
よ
う
な
第
三
国
と
制
裁
対
象
国
の
取
引
に
関
し
て
、
ド
ル

と
い
う
世
界
通
貨
の
保
有
国
た
る
米
国
に
よ
る
規
制
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
の
合
法
性
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
他
方
、
米
国
の
制
裁
法
は
米
国
自
身
の
首
を
締
め
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
前
記
の
よ
う
に
第
三
国
は
米
国
と
取
引
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
米
国
子
会
社
に
よ
る
混
乱
や
多
額
の
罰
金
の
支
払
い
に
直
面
す
る
他
、
制
裁
法
に
基
づ
き
米
国
に
対
す
る
輸
出
特
権
を
停
止
ま

た
は
剝
奪
さ
れ
る
危
険
性
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
諸
外
国
の
企
業
は
米
国
由
来
の
技
術
や
製
品
に
携
わ

る
取
引
を
行
う
こ
と
自
体
を
控
え
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
）
18
（

る
。
加
え
て
、
二
次
制
裁
を
意
図
す
る
規
定
の
存
在
自
体
が
、

域
外
の
米
国
子
会
社
も
し
く
は
外
国
会
社
の
行
動
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
実
務
家
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
）
19
（
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
米
国

に
よ
る
二
次
制
裁
は
、
諸
国
か
ら
の
批
判
だ
け
で
は
な
く
国
内
か
ら
も
あ
ま
り
支
持
を
集
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
一
六
年
に
は
合
衆
国

商
工
会
議
所
（U

nited States Cham
ber of Com

m
erce

）
か
ら
こ
の
よ
う
な
制
裁
措
置
に
対
す
る
抗
議
が
表
明
さ
れ
て
い
）
20
（
る
。

㈡
　
事
例
の
概
要

　
第
四
章
で
は
、
冷
戦
期
の
対
ソ
連
制
裁
、
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
、
並
び
に
対
イ
ラ
ン
制
裁
を
用
い
て
二
次
制
裁
の
合
法
性
を
検
討
す
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
け
る
制
裁
法
の
具
体
的
内
容
を
概
観
し
よ
う
。

　
第
一
の
事
例
は
、
通
称
シ
ベ
リ
ア
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
件
と
呼
ば
れ
る
冷
戦
期
に
欧
米
間
の
対
立
を
生
じ
さ
せ
た
対
ソ
連
制
裁
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
九
八
二
年
に
米
国
が
ソ
連
に
対
す
る
輸
出
禁
止
措
置
を
米
国
人
の
「
所
有
ま
た
は
支
配
下
（ow

ned or controlled

）
に
あ
る

企
業
」、
在
外
米
国
系
子
会
社
、
米
国
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
得
て
生
産
し
て
い
る
外
国
会
社
、
米
国
の
技
術
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
製
品
に

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
こ
と
で
始
ま
っ
）
21
（

た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
か
ら
の
強
い
批
判
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
対
抗
立
法
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
地
方
裁
判
所
で
の
敗
訴
等
を
招
い
た
当
該
命
令
は
、
結
果
的
に
半
年
以
内
に
取
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
22
（
た
。
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第
二
の
事
例
と
し
て
、
米
国
の
一
方
的
制
裁
と
し
て
有
名
な
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
の
中
で
も
、
キ
ュ
ー
バ
自
由
民
主
連
帯
法
（
通
称
ヘ
ル

ム
ズ
・
バ
ー
ト
ン
法
）
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
た
）
23
（

い
。
同
法
第
三
章
は
、
一
九
五
九
年
以
後
に
キ
ュ
ー
バ
政
府
に
接
収
さ
れ
た
財
産
に
対

す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
米
国
人
に
認
め
、
請
求
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
規
定
し
て
い
）
24
（
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
「
米
国
人
」
に
は

「
現
在
の
全
ア
メ
リ
カ
市
民
と
そ
の
他
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
得
た
キ
ュ
ー
バ
移
民
も
当
然
に
含
ま
れ
る
こ

と
か
ら
議
論
を
呼
ん
）
25
（

だ
。
ま
た
同
法
第
四
章
は
、
米
国
人
の
財
産
を
接
収
し
た
外
国
人
ま
た
は
接
収
財
産
の
取
引
に
関
与
す
る
外
国
人
の

米
国
入
国
査
証
発
給
の
拒
否
及
び
入
国
の
制
限
を
定
め
て
お
り
、
実
際
に
メ
キ
シ
コ
に
対
し
て
適
用
さ
れ
、
問
題
と
な
っ
）
26
（
た
。
も
っ
と
も
、

当
該
措
置
は
多
数
の
国
家
か
ら
の
反
発
を
受
け
た
た
め
、
同
法
第
三
章
の
適
用
は
実
質
的
に
は
現
在
に
至
る
ま
で
見
送
ら
れ
て
お
り
、
Ｅ

Ｕ
諸
国
に
対
し
て
は
第
四
章
の
免
除
も
認
め
ら
れ
て
い
）
27
（
る
。
ま
た
、
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
に
つ
い
て
国
連
総
会
は
、
毎
年
、
非
難
決
議
を
採

択
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
に
は
一
九
一
ヵ
国
が
賛
成
票
を
投
じ
る
結
果
と
な
っ
）
28
（

た
。

　
最
後
の
事
例
は
、
一
九
九
六
年
に
制
定
さ
れ
た
イ
ラ
ン
・
リ
ビ
ア
制
裁
法
（
通
称
ダ
マ
ト
法
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
と
い
う
、
大
量
破
壊
兵
器
の

生
産
や
国
際
テ
ロ
等
へ
の
憂
慮
か
ら
イ
ラ
ン
と
リ
ビ
ア
両
国
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
措
置
で
あ
）
29
（

る
。
な
お
、
リ
ビ
ア
に
対
す
る
制
裁
は
解

除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ
ラ
ン
と
の
関
係
が
争
点
と
な
）
30
（
る
。
当
該
制
裁
法
は
、「
石
油
資
源
開
発
に
直
接
か
つ
著
し
く
貢
献
し
た
」
と
判

断
さ
れ
る
年
間
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
投
資
を
行
う
者
に
対
し
て
、
米
国
輸
出
入
銀
行
に
よ
る
輸
出
支
援
の
停
止
、
米
国
法
で
事
前
の

輸
出
許
可
を
要
す
る
物
資
及
び
技
術
輸
出
の
許
可
発
行
拒
否
や
、
金
融
機
関
に
対
し
て
は
米
国
債
引
き
受
け
等
を
禁
止
、
米
国
金
融
機
関

の
年
間
五
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
融
資
の
禁
止
、
米
国
政
府
が
政
府
調
達
を
行
う
こ
と
を
禁
止
及
び
制
裁
対
象
者
か
ら
の
輸
入
の
制
限
な
ど

の
制
裁
を
課
す
こ
と
を
規
定
し
て
い
）
31
（

る
。
三
つ
の
事
例
の
中
で
最
も
広
範
な
域
外
管
轄
権
を
設
定
し
て
い
る
同
法
は
、
二
次
制
裁
の
代
表

例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
）
32
（
る
。
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四
　
域
外
管
轄
権
と
米
国
の
制
裁
法

㈠
　
管
轄
権
適
用
基
準
の
基
本
原
則

　
さ
て
、
国
際
法
上
あ
る
事
項
に
対
す
る
国
家
の
管
轄
権
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
管
轄
権
適
用
基
準
と
呼
ば
れ
る
一
定
の
基
準
に

照
ら
し
て
国
家
と
当
該
事
項
の
連
関
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
国
際
法
上
、
属
地
主
義
（
及
び
効
果
原
則
）、
属
人
主
義
、
保

護
主
義
、
普
遍
主
義
の
四
つ
が
適
用
基
準
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
各
国
が
国
家
管
轄
権
を
設
定
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
対
象
事
項
と
の
間
の
「
実
質
的
か
つ
真
正
な
連
関
」
を
示
す
証
拠
と
し
て
管
轄
権
の
抵
触
時
に
対
抗
力
の
文
脈
で
持
ち
出

さ
れ
）
33
（
る
。

　
ま
ず
最
も
基
本
的
な
適
用
基
準
と
し
て
、
属
地
主
義
と
属
人
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
領
域
主
権
に
基
づ
く
自
国
内
の
行
為
、

後
者
は
国
内
外
を
問
わ
ず
自
国
民
に
対
す
る
管
轄
権
の
根
拠
で
あ
り
、
こ
の
延
長
に
以
下
に
見
る
効
果
原
則
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
の
属
人
主
義
は
、
積
極
的
属
人
主
義
（
以
下
、
国
籍
主
義
）
と
消
極
的
属
人
主
義
に
分
か
れ
）
34
（

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
在
外
子
会

社
や
ラ
イ
セ
ン
ス
等
の
国
籍
に
関
し
て
異
な
る
見
解
が
存
在
し
、
ま
た
後
者
の
消
極
的
属
人
主
義
は
、
独
立
し
た
原
則
と
し
て
で
は
な
く

後
述
す
る
保
護
主
義
ま
た
は
普
遍
主
義
で
処
理
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
）
35
（

る
。
実
際
に
、
米
国
は
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
に
お
い
て
、
消
極
的
属
人
主
義
を
適
用
基
準
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

　
そ
の
他
の
管
轄
権
適
用
基
準
と
し
て
、
保
護
主
義
と
普
遍
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
原
則
は
、
主
に
麻
薬
取
引
の
取
締

や
海
賊
な
ど
の
刑
事
管
轄
権
の
分
野
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
が
、
現
在
で
は
民
事
と
刑
事
の
隔
た
り
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前

述
の
通
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
大
量
破
壊
兵
器
の
生
産
や
国
際
テ
ロ
な
ど
に
関
連
す
る
経
済
制
裁
の
場
合
、
域
外
管
轄
権
の
根
拠
と
し
て

特
に
保
護
主
義
が
援
用
さ
れ
る
場
面
は
増
加
し
て
い
る
た
め
、
属
地
主
義
・
国
籍
主
義
に
加
え
、
保
護
主
義
に
つ
い
て
も
焦
点
を
当
て
る
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こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
章
で
は
経
済
制
裁
の
域
外
管
轄
権
と
い
う
文
脈
で
問
題
と
な
る
諸
原
則
、
す
な
わ
ち
属
地
主
義
に
関
連
し
た
効

果
原
則
と
コ
ル
レ
ス
口
座
理
論
、
国
籍
主
義
、
保
護
主
義
に
つ
い
て
、
先
に
記
し
た
三
つ
の
事
例
に
照
ら
し
て
考
察
し
、
そ
の
上
で
域
外

管
轄
権
の
自
制
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

㈡
　
属
地
主
義

1　

効
果
原
則

　
効
果
原
則
（effect doctrine
、
効
果
主
義
ま
た
は
効
果
理
論
）
と
は
、「
領
域
外
で
な
さ
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
領
域
内
で
そ
の
実
質
的
効

果
が
生
じ
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
効
果
の
生
じ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
」
に
対
し
て
国
家
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
理

論
で
あ
り
、
競
争
法
領
域
、
特
に
米
国
に
よ
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
中
心
に
発
展
し
た
管
轄
権
の
適
用
基
準
で
あ
）
36
（

る
。
効
果
原
則
に
基
づ
く

競
争
法
の
域
外
適
用
は
当
初
、
各
国
か
ら
非
難
を
浴
び
て
い
た
が
、
今
で
は
Ｅ
Ｃ
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
も
効
果
原
則
に
基
づ
く
域
外
適
用
条

項
を
含
む
法
律
を
制
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
野
を
限
定
す
る
形
で
国
際
的
に
受
け
入
ら
れ
始
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
）
37
（

る
。
他
方
、

そ
の
要
件
に
つ
い
て
は
未
だ
争
わ
れ
て
い
る
た
め
、
未
成
熟
な
原
則
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
）
38
（
う
。

　
そ
れ
で
は
、
経
済
制
裁
に
お
い
て
も
効
果
原
則
を
援
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
制
裁
法
に
お
け
る
域
外
管
轄
権
と
競
争
法
に
お

け
る
域
外
管
轄
権
を
一
括
り
に
捉
え
、
展
開
し
て
い
る
学
説
も
存
在
す
）
39
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
競
争
法
と
制
裁
法
は
、
ど
ち
ら
も
輸
出
規

制
と
い
う
同
様
の
措
置
を
と
る
が
、
そ
の
目
的
と
対
象
が
根
本
的
に
異
な
る
。
競
争
法
は
、
主
と
し
て
本
来
自
国
の
貿
易
や
そ
れ
に
よ
る

利
益
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
制
裁
法
は
政
治
目
的
の
達
成
の
た
め
に
経
済
的
手
段
を
用
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
）
40
（

い
。
ま

た
、
競
争
法
上
の
輸
出
規
制
は
一
定
の
製
品
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
対
象
と
す
る
が
、
経
済
制
裁
の
場
合
は
対
象
が
国
家
や
関
係
当
事
者
で
あ
り
、

規
制
範
囲
も
格
段
に
広
）
41
（

い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
法
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
附
属
書
で
米
国
に
よ
る
単
独
の
経
済
制
裁
が
「
国
家
の
域
外
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管
轄
権
と
効
果
原
則
の
拡
大
（extension

）」
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
競
争
法
と
制
裁
法
の
効
果
原
則
を
同
様
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
）
42
（

る
。

　
さ
て
、
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
効
果
原
則
に
基
づ
く
規
律
管
轄
権
は
、
①
意
図
に
か
か
わ
ら
ず
実
質
的
な
効
果
を
領
域
内

に
及
ぼ
す
行
為
、
も
し
く
は
、
②
実
質
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意
図
す
る
行
為
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
）
43
（
る
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
効

果
原
則
を
事
例
に
当
て
は
め
て
い
こ
う
。
ま
ず
対
ソ
連
制
裁
で
は
、
ハ
ー
グ
地
裁
及
び
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
、
米
国
外
に
あ
る
米
国
民
で
な
い

者
に
よ
る
ソ
連
へ
の
輸
出
が
米
国
に
直
接
的
に
不
当
な
影
響
を
与
え
な
い
と
主
張
さ
れ
て
お
り
、
米
国
側
も
当
事
例
で
は
効
果
原
則
を
援

用
し
て
い
な
）
44
（

い
。

　
他
方
、
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
の
ヘ
ル
ム
ズ
・
バ
ー
ト
ン
法
に
は
「
国
際
法
に
お
い
て
国
内
に
実
質
的
効
果
を
持
つ
あ
る
い
は
持
つ
こ
と
を

意
図
し
た
域
外
の
行
為
に
関
し
て
、
法
の
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
該
制
裁
の
域
外
管
轄
権
は
効
果
原
則
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
）
45
（
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
主
張
は
国
際
法
上
妥
当
だ
ろ
う
か
。

キ
ュ
ー
バ
制
裁
法
に
お
い
て
、
米
国
は
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
財
産
に
関
連
す
る
取
引
を
し
た
第
三
者
に
対
し
て
責
任

を
追
及
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
）
46
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
に
よ
る
接
収
か
ら
何
十
年
も
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な

財
産
に
関
す
る
域
外
の
外
国
人
に
よ
る
取
引
が
、
米
国
に
対
し
て
何
ら
か
の
効
果
を
及
ぼ
す
意
図
ま
た
は
実
質
的
効
果
を
有
す
る
と
い
う

主
張
は
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
）
47
（
い
。
ま
た
、
こ
の
規
定
が
制
定
後
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
当
該
法
律
の
非

合
理
性
の
裏
付
け
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
第
三
国
と
制
裁
対
象
国
へ
の
取
引
に
最
も
広
範
な
制
限
を
設
け
た
イ
ラ
ン
・
リ
ビ
ア
に
対
す
る
制
裁
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

米
国
議
会
は
同
法
の
域
外
管
轄
権
に
つ
い
て
、
外
国
法
人
に
よ
る
石
油
投
資
が
当
該
対
象
国
（
イ
ラ
ン
・
リ
ビ
ア
）
の
歳
入
を
増
や
し
、

そ
れ
が
こ
れ
ら
の
政
府
に
よ
る
不
法
な
行
為
に
繫
が
り
、
米
国
の
安
全
保
障
上
の
利
益
を
脅
か
す
こ
と
を
正
当
化
の
根
拠
と
し
て
提
示
し

て
い
）
48
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
論
は
不
確
実
性
の
高
い
推
定
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
効
果
原
則
が
際
限
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な
く
域
外
管
轄
権
を
認
め
る
も
の
で
な
い
の
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
確
実
か
つ
関
連
性
が
極
め
て
疑
わ
し
い
主
張
は
当
然
に
退
け
ら
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
）
49
（

う
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
効
果
原
則
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
制
裁
法
の
域
外
管
轄
権
は
肯
定
さ
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

2　

コ
ル
レ
ス
口
座
理
論

　
近
年
、
第
三
国
の
多
国
籍
銀
行
に
対
し
て
米
国
は
「
コ
ル
レ
ス
口
座
に
基
づ
く
属
地
主
義
」
と
い
う
理
論
に
依
拠
し
て
、
域
外
管
轄
権

を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
米
国
に
あ
る
通
貨
の
中
継
地
点
と
な
る
銀
行
（
コ
ル
レ
ス
銀
行
）
を
通
し
て
行
わ
れ
る
ド
ル
建
て
送
金
は

米
国
領
域
を
「
経
由
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
属
地
主
義
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
議
論
で
あ
）
50
（
る
。
こ
れ
ま
で
に
コ
ル
レ
ス
口
座
理

論
に
関
す
る
司
法
的
判
断
が
下
さ
れ
た
事
例
は
な
い
が
、
日
本
を
含
む
多
数
の
国
家
が
和
解
金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
理

論
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
）
51
（
る
。

　
し
か
し
、
コ
ル
レ
ス
口
座
が
米
国
内
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
米
国
が
当
該
取
引
に
対
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
解
釈
が
国

際
法
上
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

属
地
主
義
の
適
用
は
対
象
と
な
る
行
為
の
全
部
な
い
し
主
要
な
部
分
（w

holly or in substantial part

）
が
領
域
内
で
為
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
要
件
と
し
て
い
）
52
（

る
。
た
と
え
ば
日
本
と
イ
ラ
ン
、
も
し
く
は
オ
ラ
ン
ダ
と
キ
ュ
ー
バ
の
取
引
が
米
国
の
コ
ル
レ
ス
銀
行
を
介
し
て
い
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
上
米
国
を
経
由
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
当
該
取
引
の
「
主
要
な
部
分
」
が
米
国
領
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ル
レ
ス
口
座
理
論
の
合
法
性
は
否
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
）
53
（

る
。
さ
ら
に
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
世
界
通
貨
と

い
う
特
色
を
利
用
し
た
域
外
管
轄
権
が
複
数
の
国
家
か
ら
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
際
経
済
に
大
き
な
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
当
該
理
論
を
国
際
法
上
許
容
す
る
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
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㈢
　
国
籍
主
義

1　

法
人
の
国
籍

　
一
方
的
制
裁
の
根
拠
と
し
て
国
籍
主
義
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
第
一
に
法
人
の
国
籍
が
争
点
と
な
る
。
米
国
は
、
国
民
や
会
社
が

米
国
人
に
よ
っ
て
所
有
あ
る
い
は
支
配
（ow

ed or controlled

）
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
（
実
効
的
支
配
説
）
に
基
づ
い

て
域
外
管
轄
権
を
主
張
し
て
き
）
54
（

た
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
米
国
人
が
所
有
し
て
い
る
企
業
だ
け
で
な
く
、
米
国
系
の
親
会
社
を
持
つ
子
会

社
・
関
連
会
社
、
及
び
米
国
人
株
主
な
ど
を
通
じ
て
米
国
人
に
実
質
的
に
支
配
さ
れ
て
い
る
企
業
に
関
し
て
も
、
米
国
の
属
人
主
義
の
適

用
範
囲
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
先
述
の
通
り
数
々
の
抵
触
問
題
を
こ
れ
ま
で
生
じ
さ
せ
て
き
た
。

　
一
般
的
に
は
、
外
国
に
あ
る
子
会
社
や
関
連
会
社
の
行
為
は
、
そ
の
管
轄
権
区
域
に
い
な
い
た
め
、
親
会
社
の
国
内
法
に
よ
っ
て
規
制

を
受
け
な
い
と
さ
れ
て
い
）
55
（
る
。
加
え
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
一
九
七
〇
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
件
に
お
い
て
、
会
社
と

株
主
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
同
一
の
も
の
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
株
主
に
よ
る
法
人
の
実
効

的
支
配
に
よ
っ
て
法
人
が
株
主
と
同
じ
国
籍
を
持
つ
と
い
う
主
張
を
退
け
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
）
56
（
る
。
も
っ
と
も
当
該
判
決
に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
な
形
式
的
手
法
に
よ
る
法
人
の
決
定
は
、
所
有
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
労
働
者
な
ど
の
現
代
の
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
複
雑
化

が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
像
に
そ
ぐ
わ
な
い
管
轄
権
の
設
定
に
繫
が
る
と
い
う
批
判
も
存
在
す
）
57
（
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
議
論

は
、
あ
く
ま
で
実
質
的
な
被
害
者
の
救
済
の
実
現
と
い
う
点
を
念
頭
に
置
い
た
見
解
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
二
次
制
裁
に
お
け
る
米
国
に
よ
る
在
外
子
会
社
あ
る
い
は
関
連
会
社
に
対
す
る
域
外
管
轄
権
の
主
張
は
、
そ
の
よ
う
な
救
済
の
意
図

と
は
何
ら
関
連
性
を
持
た
ず
、
た
と
え
適
当
な
被
害
者
の
救
済
の
た
め
に
多
様
な
要
素
を
加
味
し
た
法
人
の
国
籍
決
定
が
求
め
ら
れ
る
場

面
が
あ
る
と
し
て
も
、
米
国
の
一
方
的
制
裁
は
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
事
案
で
は
な
い
と
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
一
九
八
二
年
の
対
ソ
連
制
裁
に
お
い
て
、
こ
の
国
籍
主
義
に
基
づ
く
主
張
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
国
際
社
会
か
ら
支
持
を
得
る
こ
と
は
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で
き
な
か
っ
）
58
（
た
。
当
該
制
裁
で
は
、
米
国
の
管
轄
権
に
服
す
る
者
が
、
ソ
連
に
米
国
製
以
外
の
製
品
ま
た
は
技
術
デ
ー
タ
を
輸
出
す
る
こ

と
を
禁
止
さ
れ
）
59
（

た
。
主
た
る
問
題
は
、
こ
の
「
米
国
の
管
轄
権
に
服
す
る
者
」
の
中
に
上
記
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
を
採
用
し
た
文
言
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
っ
）
60
（
た
。
こ
の
点
に
関
し
、
一
九
八
二
年
の
ハ
ー
グ
地
裁
に
お
け
る
制
裁
法
の
域
外
管
轄
権
を
め
ぐ
る
事
例
で
は
、

オ
ラ
ン
ダ
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
を
本
拠
地
と
す
る
企
業
は
国
際
法
に
お
い
て
も
米
蘭
通
商
航
海
条
約
に
お
い
て
も
国
籍
主

義
に
基
づ
く
米
国
法
の
当
該
法
人
に
対
す
る
域
外
適
用
を
認
め
ず
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
も
こ
れ
に
賛
同
し
）
61
（

た
。

　
こ
の
よ
う
な
対
ソ
連
制
裁
の
失
敗
か
ら
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
に
基
づ
く
管
轄
権
の
肯
定
は
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
見
解
が

広
ま
っ
て
お
り
、
米
国
も
そ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
始
め
て
い
る
と
す
る
学
説
も
あ
）
62
（

る
。
た
し
か
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
を
否
定
し
た
制
裁

法
も
実
際
に
存
在
す
）
63
（
る
。
し
か
し
、
一
九
八
七
年
の
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、「
国
家
は
、
外
国
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社

が
当
該
規
制
国
家
の
国
民
に
よ
り
所
有
ま
た
は
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
会
社
の
活
動
を
通
常
は
規
制
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
（A state m

ay not ordinarily regulate activities of corporations organized under the law
s of a foreign state on the basis that 

they are ow
ned or controlled by nationals of the regulating state

）」
と
述
べ
つ
つ
も
、
国
家
の
重
要
な
国
益
に
つ
い
て
本
質
的
な
も
の
で

あ
る
場
合
に
は
例
外
的
に
こ
の
適
用
が
認
め
ら
え
る
と
規
定
し
て
い
）
64
（
る
。
こ
の
よ
う
に
対
ソ
連
制
裁
後
も
、
米
国
は
国
益
と
い
う
文
言
を

用
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
に
よ
る
域
外
管
轄
権
を
主
張
す
る
余
地
を
十
分
に
残
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
）
65
（

る
。
後
の
キ
ュ
ー
バ
制
裁
に
お

い
て
も
、
一
時
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
を
用
い
た
主
張
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
米
国
が
当
該
基
準
を
完
全
に
は
放
棄
し
て
い
な
い
と
解
す
る

の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
）
66
（

る
。

2　

製
品
及
び
技
術
の
国
籍

　
次
に
、
米
国
の
製
品
あ
る
い
は
技
術
や
デ
ー
タ
に
基
づ
く
国
籍
主
義
の
主
張
が
考
え
ら
れ
る
。
対
ソ
連
制
裁
で
は
、
米
国
企
業
か
ら
ラ

イ
セ
ン
ス
を
得
て
海
外
で
生
産
さ
れ
て
い
る
製
品
や
、
米
国
の
技
術
デ
ー
タ
を
用
い
て
生
産
さ
れ
た
製
品
等
に
つ
い
て
も
米
国
の
管
轄
権
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が
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
米
国
の
域
外
管
轄
権
下
に
あ
る
と
さ
れ
た
法
人
以
外
に
も
、
そ
の
よ
う
な
製
品
や
技
術
に

関
連
す
る
取
引
は
禁
輸
措
置
の
範
囲
内
と
し
て
、
米
国
当
局
に
よ
る
輸
出
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
二
次
制
裁

は
、
米
国
企
業
と
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
示
さ
れ
て
い
た
海
外
の
ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
者
は
、
米
国
の
輸
出
規
制
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
規
定
（
通
称
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
規
定
）
を
根
拠
と
し
て
い
）
67
（
た
。
こ
れ
は
、
個
別
の
契
約
に
お
い
て
諸
国
の
企
業
が
ラ
イ
セ
ン
ス
権

限
の
付
与
の
条
件
と
し
て
輸
出
規
制
に
従
う
義
務
を
負
う
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
国
の
制
裁
法
に
各
国
が
従
う
べ
き
で
あ

る
と
す
る
主
張
で
あ
）
68
（
る
。

　
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
Ｅ
Ｃ
は
、
私
人
間
の
契
約
が
外
交
政
策
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
契
約

規
定
を
政
府
が
促
進
す
る
こ
と
は
、
国
際
法
に
お
け
る
国
家
管
轄
権
の
限
度
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
契
約
の
自
由
の
原
則
の
悪

用
で
あ
る
と
非
難
す
る
と
と
も
に
、
私
人
間
の
契
約
に
よ
っ
て
管
轄
権
の
拡
張
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
批
判
を
述
べ
）
69
（

た
。
ま
た
Ｅ
Ｃ

は
、「
技
術
的
関
連
性
ま
た
は
米
国
を
原
産
地
と
す
る
製
品
を
所
有
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
法
人
に
対
す
る
管
轄
権
と
い
う
考
え
方
に

は
、
そ
れ
ら
技
術
や
製
品
が
米
国
の
も
の
（Am

erican

）
と
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
製
品
や
技
術
は
国
籍
を
有
さ
ず
、
国
際
法
に
お
い
て

そ
れ
ら
の
製
品
や
技
術
を
使
う
人
間
に
対
し
て
管
轄
権
の
基
礎
と
さ
れ
る
よ
う
な
規
則
は
存
在
し
な
い
」
と
し
て
、
米
国
の
見
解
を
真
っ

向
か
ら
否
定
し
て
い
）
70
（

る
。
さ
ら
に
一
部
の
学
者
か
ら
は
、
当
該
措
置
が
国
際
法
上
の
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
）
71
（

る
。

　
も
っ
と
も
、
製
品
や
技
術
の
権
利
に
関
す
る
私
人
間
の
契
約
内
容
は
そ
れ
自
体
有
効
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
国
際
法
上
、

常
に
違
法
で
あ
る
か
は
疑
わ
し
）
72
（

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
え
製
品
や
技
術
の
国
籍
と
い
う
考
え
方
が
国
際
法
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
な

い
と
し
て
も
、
合
意
に
基
づ
き
確
認
さ
れ
て
い
る
国
籍
ま
で
国
際
公
法
の
否
定
が
及
ぶ
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う

な
契
約
は
、
そ
の
影
響
を
被
る
国
家
の
規
律
管
轄
権
ま
で
も
排
除
す
る
効
果
を
有
し
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
対
抗
立
法
を
講
じ

る
こ
と
に
よ
っ
て
意
図
的
に
抵
触
関
係
を
創
出
し
、
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
規
定
適
用
の
排
除
を
試
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
個
別
の
契
約
に
よ
る
了
承
が
な
い
ま
ま
に
、
一
方
的
に
製
品
な
い
し
技
術
の
国
籍
を
根
拠
と
し
た
域
外
管
轄
権
の
主
張
は
、
国
際
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法
上
の
立
脚
点
を
有
し
な
い
と
し
て
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈣
　
保
護
主
義

　
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
保
護
主
義
を
「
自
国
民
以
外
の
者
に
よ
る
領
域
外
の
行
為
で
、
自
国
の
安
全
ま
た
は
そ
の
他
の
限
ら
れ

た
種
類
の
国
家
利
益
の
侵
害
に
向
け
ら
れ
た
」
事
項
に
対
し
て
国
家
は
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
原
則
で
あ
る
と
定
義
し
、
国
際
法
上
確

立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
）
73
（

る
。
一
般
に
保
護
主
義
は
、
私
人
の
法
益
で
は
な
く
国
家
法
益
を
害
す
る
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
が
、
国

家
の
安
全
保
障
を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
二
次
制
裁
の
場
合
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
保
護
主
義
に
基
づ
く
正
当
化
が
図
ら
れ
る
事
例

も
見
ら
れ
）
74
（

る
。

　
対
ソ
連
制
裁
に
お
い
て
、
保
護
主
義
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
及
び
対
イ
ラ
ン
・
リ
ビ
ア
制
裁
に
つ
い
て
以

下
検
討
し
よ
）
75
（
う
。
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
の
ヘ
ル
ム
ズ
・
バ
ー
ト
ン
法
で
は
、
カ
ス
ト
ロ
政
権
に
よ
る
テ
ロ
だ
け
で
な
く
、
当
政
権
に
よ
っ
て

米
国
人
の
財
産
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
、
並
び
に
政
権
に
よ
る
米
国
へ
の
大
量
移
民
の
発
生
な
ど
の
観
点
か
ら
キ
ュ
ー
バ
が
米
国
の
安

全
保
障
の
脅
威
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
）
76
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
国
に
お
け
る
接
収
さ
れ
た
米
国
人
の
財
産
に
関
す
る
取
引
が
実
質

的
に
米
国
の
脅
威
に
な
る
と
い
う
主
張
は
、
前
記
の
効
果
原
則
と
同
様
に
、
必
ず
し
も
妥
当
性
を
有
し
な
い
。
さ
ら
に
、
制
定
当
時
の
主

た
る
安
全
保
障
問
題
で
あ
っ
た
ソ
連
と
の
冷
戦
は
既
に
終
結
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
当
該
法
律
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
容
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
キ
ュ
ー
バ
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
財
産
に
関
す
る
取
引
や
そ
の
よ
う
な
取
引
に
関
与
し
た
私
人
に

対
す
る
規
制
を
、
国
益
の
保
護
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
合
法
と
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
保
護
主
義
が
最
も
援
用
さ
れ
る
制
裁
は
、
イ
ラ
ン
と
リ
ビ
ア
に
対
す
る
制
裁
で
あ
る
。
当
該
制
裁
は
、
イ
ラ
ン
と
国
連
の
決
議
に
背
く

リ
ビ
ア
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
の
生
産
と
米
国
に
対
す
る
国
際
的
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
企
て
る
こ
と
が
安
全
保
障
を
危
険
に
晒
す
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
理
由
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
保
護
主
義
を
主
張
す
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
と
い
え
）
77
（
る
。
た
し
か
に
、
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大
量
破
壊
兵
器
の
生
産
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
安
全
保
障
上
の
利
益
を
損
な
う
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、

域
外
管
轄
権
を
即
座
に
肯
定
す
る
要
素
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
保
護
主
義
に
よ
る
適
用
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
行
為
が

①
国
家
の
利
益
の
侵
害
に
「
向
け
ら
れ
た
（directed

）」
も
の
で
あ
り
、
か
つ
②
完
備
さ
れ
た
法
制
度
に
お
い
て
犯
罪
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
件
に
照
ら
す
と
、
イ
ラ
ン
・
リ
ビ
ア
両
国
と
第
三
国
が
石
油
に
関
連
す
る
取
引
を
行
う
こ
と
は

米
国
の
国
益
侵
害
を
意
図
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
あ
る
国
家
の
石
油
資
源
の
発
展
に
つ
い
て
投
資
す
る
こ
と
は
犯
罪
を
構
成
す

る
行
為
で
は
な
）
78
（
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
制
裁
目
的
が
安
全
保
障
上
の
利
益
の
保
護
を
冠
し
て
い
る
と
し
て
も
、
第
三
国
に
対
し
て
保

護
主
義
に
よ
る
連
関
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
ず
、
二
次
制
裁
の
正
当
化
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

㈤
　
規
律
管
轄
権
の
自
制

　
そ
れ
で
は
、
前
記
の
管
轄
権
適
用
基
準
に
照
ら
し
、
異
な
る
二
国
が
管
轄
権
を
同
一
事
項
に
対
し
て
主
張
す
る
場
合
、
つ
ま
り
管
轄
権

の
抵
触
が
生
じ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
法
的
解
決
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
国
際
法
上
、
国
家
間
の
紛
争
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
、
国

内
法
は
明
示
的
に
そ
の
意
図
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
域
外
適
用
を
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
と
仮
定
す
る
と
い
う
慣

行
が
存
在
す
る
が
、
明
示
的
に
域
外
に
お
け
る
管
轄
権
を
主
張
す
る
米
国
法
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
無
意
味
で
あ
）
79
（
る
。
次

に
考
え
ら
れ
る
の
は
国
際
礼
譲
に
よ
る
解
決
で
あ
る
。
国
際
礼
譲
と
は
、
他
国
に
対
し
て
自
国
法
を
適
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
国
家
の
重

要
な
利
益
と
経
済
政
策
に
相
当
の
注
意
を
払
う
こ
と
で
あ
）
80
（
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国
際
法
上
の
義
務
で
は
な
く
、
国
家
に
対
し
て
何
ら
拘

束
力
を
持
た
な
い
。
ま
た
、
各
国
の
自
己
抑
制
や
国
際
礼
譲
に
準
拠
す
る
よ
う
な
措
置
は
そ
の
場
凌
ぎ
に
過
ぎ
ず
、
抜
本
的
な
問
題
の
解

決
に
繫
が
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
）
81
（
う
。

　
さ
て
、
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
四
〇
三
条
で
は
「
管
轄
権
の
基
礎
が
存
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
国
と
関
連
を

有
す
る
人
ま
た
は
行
為
に
つ
き
規
律
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
合
理
的
（reasonable
）
で
な
い
と
き
、
国
家
は
管
轄
権
を
行
使
で
き
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な
い
」
と
さ
れ
て
い
）
82
（
る
。
つ
ま
り
、
域
外
管
轄
権
は
適
用
基
準
の
み
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
管
轄
権
の
行
使
が
合
理
性
を

有
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
理
性
原
則
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
域
外
管
轄
権
の
合
理
性
を
判
断

す
る
上
で
様
々
な
要
素
を
斟
酌
す
る
こ
と
と
、
他
国
の
利
益
の
方
が
明
ら
か
に
大
き
い
と
き
に
は
管
轄
権
の
行
使
を
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
）
83
（
る
。
合
理
性
原
則
は
国
際
礼
譲
と
異
な
り
、
単
な
る
裁
量
と
儀
礼
で
は
な
く
、「
国
家
間
の
義
務
の
観
念
を

も
反
映
す
る
（reflecting a sense of obligation am

ong states

）」
国
際
法
の
規
則
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら

な
）
84
（
い
。

　
仮
に
合
理
性
原
則
が
有
効
で
あ
れ
ば
、
米
国
の
域
外
管
轄
権
の
行
使
は
国
際
法
で
は
な
く
、
米
国
の
国
内
法
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
得
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
慣
行
が
続
き
、
か
つ
他
国
が
法
的
確
信
を
以
っ
て
こ
れ
に
倣
え
ば
、
国
際
慣
習
法
と
し
て
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
こ
れ
は
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
）
85
（

る
。
米
国
に
お
い
て
、
合
理
性
原
則
の
内
容
を
明
確
化
し
た
テ
ィ
ン
バ
ー
レ
ン
判

決
は
、
以
後
の
国
内
裁
判
に
お
い
て
必
ず
し
も
積
極
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
）
86
（
い
。
つ
ま
り
、
合
理
性
原
則
に
関
す
る
第
三
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
米
国
の
慣
行
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
域
外
管
轄
権
の
自
制
は
現
時
点
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
義
務
と
し
て
果
た
さ
れ

る
こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

五
　
近
年
の
制
裁
法
と
域
外
管
轄
権

㈠
　
対
ロ
シ
ア
制
裁
法

　
先
述
し
た
よ
う
に
一
方
的
経
済
制
裁
の
必
要
性
が
高
ま
る
事
態
と
し
て
、
安
保
理
の
常
任
理
事
国
に
対
す
る
制
裁
が
求
め
ら
れ
る
状
況

が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
具
体
例
と
し
て
、
比
較
的
最
近
に
施
行
さ
れ
た
対
ロ
シ
ア
制
裁
法
が
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。
以
下
で
は
当
該
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制
裁
法
に
つ
い
て
、
二
次
制
裁
に
関
す
る
状
況
と
新
し
い
制
裁
措
置
の
出
現
と
い
う
二
点
に
着
目
し
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
対
ロ
シ
ア
制
裁
と
は
、
二
〇
一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
並
び
に
ク
リ
ミ
ア
問
題
を
受
け
、
米
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
自
由
支
援
法
を
制
定

し
、
ロ
シ
ア
へ
の
一
定
以
上
の
金
融
取
引
、
ま
た
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
特
定
の
原
油
計
画
に
多
大
な
投
資
（significant investm

ent

）
を

意
図
的
に
行
な
っ
た
外
国
人
に
対
し
て
、
制
裁
を
課
す
権
限
を
大
統
領
に
付
与
し
た
こ
と
で
始
ま
っ
）
87
（
た
。
当
該
法
律
に
は
、
違
反
す
る
と

み
な
さ
れ
た
外
国
人
に
対
し
て
、
大
統
領
に
よ
る
輸
出
入
銀
行
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
不
承
認
、
企
業
か
ら
の
調
達
や
ラ
イ
セ
ン
ス
を
用

い
た
取
引
の
制
限
、
渡
航
制
限
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
）
88
（
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
計
画
を
促
す
よ
う
な
外
国
の
金
融

機
関
も
、
同
様
に
制
裁
対
象
と
な
り
得
）
89
（

る
。
二
〇
一
七
年
、
こ
の
制
裁
法
は
通
称
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ａ
（Countering Russian Influence in 

Europe and Eurasia Act

）
の
制
定
に
よ
り
強
化
さ
れ
、
二
次
制
裁
の
範
囲
も
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に
広
め
ら
れ
）
90
（
た
。
こ
の
よ
う
な

直
接
に
外
国
人
を
制
裁
の
範
囲
に
含
め
る
と
い
う
当
該
規
定
の
在
り
方
は
、
対
イ
ラ
ン
制
裁
時
に
発
動
さ
れ
た
二
次
制
裁
と
類
似
性
が
認

め
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
制
裁
法
は
大
統
領
に
制
裁
を
行
う
権
限
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
命
令
が
出
さ
れ
な
い
限
り
は
外
交
交
渉

の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
制
裁
法
の
存
在
自
体
が
国
際
取
引
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
ま
た
、
昨
今
の
米
ロ
関
係
や
こ
れ
ま
で
の
複
数
回
の
大
統
領
命
令
を
鑑
み
る
に
、
当
該
制
裁
法
の
重
要
性
は

増
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
部
門
別
制
裁
（sectoral sanctions

）
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

特
定
の
経
済
的
部
門
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
こ
に
関
連
す
る
企
業
に
対
し
て
そ
の
違
反
内
容
及
び
程
度
に
応
じ
て
制
裁
を
課
す
手
法
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
一
次
制
裁
・
二
次
制
裁
と
い
う
考
え
方
で
は
区
分
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
措
置
で
あ
る
。
現
在
、
当
該
措
置
は
そ
の
実
効
性

の
観
点
か
ら
、
一
次
制
裁
と
二
次
制
裁
の
中
間
に
あ
る
策
と
し
て
評
さ
れ
て
い
）
91
（

る
。
部
門
別
制
裁
で
は
、
特
定
の
企
業
に
対
し
て
指
定
さ

れ
た
計
画
に
関
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
米
国
資
本
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
限
定
さ
れ
る
た
め
、
米
国
か
ロ
シ
ア
か
と
い
う
取
引
相
手
国
の
選
択
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を
個
々
の
法
人
に
強
要
す
る
こ
と
が
な
い
ほ
か
、
不
必
要
な
損
失
を
周
囲
に
与
え
る
リ
ス
ク
が
比
較
的
低
い
。
制
裁
を
課
す
部
門
を
絞
り
、

企
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
定
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
制
裁
の
割
合
を
決
定
す
る
点
は
、
米
国
の
負
担
が
増
す
こ
と
に
な
る
が
、
制

裁
の
効
率
化
と
長
期
化
の
回
避
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
一
方
的
制
裁
に
お
け
る
「
ス
マ
ー
ト
化
」
の
兆
し
と
し
て

一
定
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡
　
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
草
案
に
お
け
る
変
化

1　

主
要
な
変
更
点

　
一
九
八
七
年
の
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
改
新
す
る
た
め
、
二
〇
一
二
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
第
四
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
管
轄
権
に
関
す
る
草
案
が
二
〇
一
六
年
に
公
開
さ
れ
た
。
本
草
案
で
は
、
管
轄
権
適
用
基
準
、
合
理
性
あ
る
い
は
礼
譲

の
問
題
に
つ
い
て
、
新
し
い
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
は
草
案
に
過
ぎ
ず
最
終
的
に
は
変
更
さ
れ
る
こ
と

も
十
分
に
あ
り
得
る
。
し
か
し
た
と
え
草
案
段
階
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
変
容
と
管
轄
権
に
関
す
る
米
国
の
現
在

の
姿
勢
に
つ
い
て
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
、
有
用
性
の
あ
る
素
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
米
国
が
国
際
法
に
見
解
を
示
し
て
い

る
点
や
、
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
効
果
原
則
の
創
設
が
与
え
た
影
響
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
重
要
性
は
一
層
明
ら
か
で
あ
る
と
い

え
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
以
下
で
は
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　
ま
ず
大
き
な
変
更
点
と
し
て
、
第
二
章
㈠
で
述
べ
た
「
域
外
管
轄
権
」
と
い
う
語
句
の
問
題
に
つ
い
て
、
新
た
に
「（
連
邦
）
法
の
地

理
的
範
囲
（geographic scope

）」
と
い
う
言
葉
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
）
92
（
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
域
外
管
轄
権
」
が
批
判
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
や
論
者
に
よ
っ
て
域
外
の
示
す
と
こ
ろ
が
異
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
混
乱
を
避
け
る
た

め
に
当
該
用
語
を
避
け
、「
地
理
的
範
囲
」
と
い
う
よ
り
中
立
的
で
好
ま
し
い
表
現
を
採
用
し
た
こ
と
と
説
明
さ
れ
て
い
）
93
（
る
。
冒
頭
で
述

べ
た
よ
う
に
、「
域
外
管
轄
権
」
を
用
い
る
こ
と
は
す
で
に
あ
る
程
度
の
確
立
さ
れ
て
い
る
段
階
に
あ
り
、
ま
た
、「
地
理
的
範
囲
」
と
い
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う
言
葉
が
事
態
や
問
題
を
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
管
轄
権
競

合
の
際
に
新
し
く
「
地
理
的
範
囲
」
と
い
う
語
句
が
こ
れ
か
ら
は
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
関
心
を
集
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、
適
用
基
準
と
な
る
各
原
則
に
関
す
る
変
更
を
見
て
い
こ
）
94
（
う
。
一
点
目
と
し
て
、
効
果
原
則
の
位
置
付
け
が
属
地
主
義
の
拡
大
と

し
て
で
は
な
く
、
国
際
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
独
立
の
管
轄
権
適
用
基
準
の
原
則
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
）
95
（
る
。
二
点
目
に
、

第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
属
地
主
義
の
適
用
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
、
領
域
内
に
お
い
て
「
全
部
な
い
し
主
要
な
部
分
（w

holly or in 

substantial part

）」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
当
該
草
案
で
は
「
主
要
な
」
と
い
う
表
現
が
取
り
除
か
れ
、

「
全
部
な
い
し
一
部
（in w

hole or in part

）」
に
変
更
さ
れ
て
い
）
96
（

る
。
こ
れ
は
、
先
述
の
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
コ
ル
レ
ス
口
座
理
論
を

肯
定
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
適
用
要
件
を
緩
和
し
た
と
捉
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
国
籍
主
義
に
関
し
て
、（
輸
出
規
制
法
を

含
め
る
）
い
く
つ
か
の
米
国
法
で
は
米
国
人
に
よ
っ
て
所
有
あ
る
い
は
支
配
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
管
轄
権
を
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
説
に
よ
っ
て
管
轄
権
を
主
張
す
る
姿
勢
を
維
持
し
て
い
る
と
い
え
）
97
（
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
該
草
案
に

は
今
後
も
二
次
制
裁
を
積
極
的
に
採
用
す
る
た
め
の
法
的
土
台
を
築
こ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

合
理
性
原
則
の
排
除
と
規
律
礼
譲

　
さ
て
、
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
草
案
に
お
け
る
最
大
の
変
化
は
、
合
理
性
原
則
を
排
除
し
た
こ
と
に
あ
る
。
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
草
案
の
第
二
〇
一
条
二
項
は
、
規
律
管
轄
権
を
行
使
す
る
上
で
、
米
国
は
合
理
性
原
則
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
他
国
の
正
当
な
利
益

を
「
規
律
礼
譲
（prescriptive com

ity

）」
と
し
て
考
慮
す
る
と
し
て
い
）
98
（

る
。
規
律
礼
譲
と
は
、「
実
行
可
能
と
す
る
に
は
複
雑
す
ぎ
る

（too com
plex to prove w

orkable

）」
合
理
性
原
則
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
エ
ン
パ
グ
ラ
ン
事
件
に
て
用
い
ら
れ
た
、
規
律
管
轄
権
の
自

制
に
関
す
る
国
際
礼
譲
を
意
味
す
る
語
句
で
あ
）
99
（

る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
規
律
礼
譲
と
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
合
理
性
原
則
と
は
、
全

く
法
的
性
質
が
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
四
一
三
条
に
よ
れ
ば
、
合
理
性
原
則
と
は
「
国
家
間
の
義
務
の
観
念
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を
も
反
映
す
る
（reflecting a sense of obligation am

ong states

）」
も
の
、
す
な
わ
ち
義
務
と
し
て
行
わ
れ
る
利
益
衡
量
で
あ
）
100
（
る
。
一
方
、

規
律
礼
譲
と
は
、「
国
際
的
な
法
的
義
務
と
い
う
観
念
か
ら
で
は
な
く
、
国
際
礼
譲
の
問
題
と
し
て
（as a m

atter of international com
ity 

rather than out of a sense of international legal obligation

）」
行
わ
れ
る
利
益
衡
量
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
）
101
（
る
。
す
な
わ

ち
、
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
草
案
に
よ
れ
ば
、
利
益
衡
量
を
行
う
こ
と
は
義
務
で
は
な
く
、
ま
た
、
義
務
の
観
念
を
反
映
し
て
い
な
い

こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
管
轄
権
の
自
制
に
関
す
る
国
際
慣
習
法
が
成
立
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
回
避
し
た
条
文
で
あ
る
と
解

さ
れ
る
。

　
次
に
第
二
〇
三
条
で
は
、
議
会
の
明
白
な
意
図
が
な
い
場
合
に
は
法
律
が
域
内
の
み
に
適
用
さ
れ
る
と
仮
定
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
第
二
〇
四
条
で
は
、
規
律
礼
譲
と
し
て
法
の
適
用
を
制
限
的
に
解
釈
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
）
102
（
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
一
見
す

る
と
、
域
外
管
轄
権
を
抑
え
る
働
き
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
解
釈
し
て
も
良
い
（m

ay interpret

）」
と
い
う
文

言
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
行
う
こ
と
は
裁
判
所
の
義
務
で
は
な
く
あ
く
ま
で
裁
量
の
問
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
）
103
（

い
。
加
え
て
、
第
二
〇
四
条
の
注
釈
に
お
い
て
、
米
国
の
正
当
な
利
益
に
資
す
る
場
合
や
議
会
の
規
定
が
域
外
適
用
を
明
確
に
意
図
し

て
い
る
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
行
う
余
地
は
な
く
、
裁
判
所
は
域
外
に
お
け
る
適
用
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い

る
）
104
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
裁
判
所
に
米
国
法
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
積
極
的
な
制
限
的
解
釈
を
実
施
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
え
る
。

　
最
後
に
、
第
二
二
二
条
で
扱
わ
れ
て
い
る
「
外
国
に
よ
る
強
制
（Foreign Com

pulsion

）」
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
同
条
は
、

あ
る
米
国
法
の
違
反
行
為
が
、
他
国
の
法
律
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
生
じ
た
場
合
に
米
国
裁
判
所
が
、
制
裁
を
緩
和
な
い
し
免
除
す
る
裁
量

を
有
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
）
105
（
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
外
国
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
事
者
が
他
国
か
ら
厳
し
い
制
裁
を
受
け
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
と
、
当
事
者
が
誠
実
に
紛
争
を
回
避
す
る
よ
う
行
動
し
た
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
）
106
（

る
。
こ
の
条
文
は
、
在
外
米
国
系
子

会
社
が
所
在
地
法
と
米
国
の
制
裁
法
の
抵
触
に
よ
っ
て
板
挟
み
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
二
次
制
裁
を
緩
和
す
る
上
で
有
益
な
規
定
と
し
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て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
こ
の
司
法
裁
量
は
米
国
法
が
外
国
と
の
関
係
を
明
示
し
て
い
な
い
法
律
の
み
を
対

象
と
し
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
に
二
次
制
裁
の
規
定
を
持
つ
制
裁
法
に
は
当
て
は
ま
ら
な
）
107
（

い
。
さ
ら
に
本
条
文
の
注
釈
に
て
、
米
国
支
配

下
に
あ
る
外
国
人
に
対
し
て
取
引
を
禁
止
す
る
よ
う
な
貿
易
制
裁
に
関
し
て
は
取
引
所
在
地
の
法
律
に
よ
る
義
務
の
免
除
は
認
め
ら
れ
な

い
と
記
さ
れ
て
い
）
108
（
る
。
す
な
わ
ち
、
制
裁
法
の
文
脈
に
お
い
て
、
当
該
条
文
に
よ
る
域
外
管
轄
権
や
そ
の
抵
触
問
題
の
解
決
の
可
能
性
は

排
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
制
裁
法
に
関
連
す
る
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
草
案
の
特
徴
は
、
二
次
制
裁
を
正
当
化
す
る
た
め
に
様
々
な
法
的
見
解
の

変
更
を
加
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
コ
ル
レ
ス
口
座
理
論
適
用
の
た
め
の
属
地
主
義
に
お
け
る
変
更
は
、
そ
の
顕
著
な
例
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
合
理
性
原
則
か
ら
規
律
礼
譲
へ
の
転
換
は
今
後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
合
理

性
原
則
と
は
、
対
外
経
済
関
係
を
規
制
す
る
公
法
は
国
際
法
の
規
制
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
そ
れ
以
前
の
米
国
の
立
場
を
改
善

す
る
た
め
に
、
判
例
や
諸
国
か
ら
の
反
対
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
形
で
生
ま
れ
た
規
定
で
あ
っ
）
109
（
た
。
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
草
案
の
示

す
と
こ
ろ
は
米
国
に
よ
る
、
域
外
管
轄
権
と
は
国
際
法
上
ほ
と
ん
ど
制
限
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
前

の
状
態
へ
の
回
帰
、
あ
る
い
は
後
退
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
部
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
利
用
し
た
国
籍
主
義
に
基
づ
く
主
張
を
除
き
、
米
国
の
二
次
制
裁
の
合
法

性
は
、
国
家
管
轄
権
と
い
う
観
点
か
ら
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
二
次
制
裁
は
冷
戦
期
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き

た
当
該
措
置
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
全
く
緩
和
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
第
四
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
草
案
に
お
い
て
法
的
見
解

に
修
正
を
加
え
、
今
後
の
二
次
制
裁
を
正
当
化
す
る
論
理
的
基
盤
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
国
が
そ
の
よ
う
な
制
裁
を
強
化
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す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
る
。
先
述
の
通
り
、
当
該
問
題
に
つ
い
て
国
際
礼
譲
や
合
理
性
原
則
な
ど
の
自

制
に
よ
る
解
決
は
期
待
で
き
ず
、
ま
し
て
、
米
国
を
含
む
多
数
国
間
条
約
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
事
態
が
改
善
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て

低
い
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
国
際
法
に
基
づ
い
て
域
外
管
轄
権
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
、
条
約
に
よ
っ
て
叶
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
諸
国
の
慣
行
と
法
的
確
信
に

よ
っ
て
国
際
慣
習
法
が
形
成
さ
れ
る
の
を
待
つ
ほ
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
国
が
米
国
の
制
裁
法
に
お
け
る
域
外
管
轄
権
を
国
際
法

上
認
め
ら
れ
得
な
い
行
為
と
し
て
非
難
し
、
そ
の
よ
う
な
法
規
に
従
わ
な
い
姿
勢
を
取
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
日
、
多
国
籍

銀
行
に
よ
る
米
国
へ
の
和
解
金
支
払
い
や
米
国
外
の
ホ
テ
ル
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
人
宿
泊
者
の
追
放
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
国
家
慣
行
の
形

成
に
逆
行
す
る
事
案
が
多
く
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
目
先
の
利
益
を
追
求
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
一
定
の
合
理
性
を
有
す
る
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
は
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
諸
国
の
一
貫
性
に
欠
け
る
対
応
は
二
次
制
裁
の
継
続
と

拡
大
を
招
き
、
結
果
的
に
よ
り
大
き
な
不
利
益
に
も
た
ら
し
得
る
。
諸
国
は
、
国
家
管
轄
権
を
脅
か
す
重
要
な
問
題
と
し
て
二
次
制
裁
に

つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に
し
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
各
国
が
協
力
し
て
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
1
）  U

nilateral sanctions

の
定
義
に
は
諸
説
あ
る
が
、
一
般
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
国
家
あ
る
い
は
国
際
機
関
に
よ

る
制
裁
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。See M

atthew
 H

appold and Paul Eden Edited, Econom
ic Sanctions and International Law, Bloom

s-
bury Publishing 

（2016

）, at 1. 

日
本
で
は
、
未
だ
経
済
制
裁
と
い
う
文
脈
に
お
け
るunilateral 

の
訳
語
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
こ

れ
を
「
一
方
的
」
と
す
る
説
（
王
志
安
「
立
法
管
轄
権
の
抵
触
と
国
際
法
の
規
制

―
キ
ュ
ー
バ
制
裁
法
が
残
し
た
課
題
」『
法
学
論
集
』 

五
八

巻
五
九
―
一
〇
四
頁
（
一
九
九
一
）、
松
隈
潤
「
経
済
制
裁
に
お
け
る
人
道
的 
免
除
措
置
の
再
評
価
」The Seinan Law Review, Vol. 39, N

o. 
2, at 61 -74, 

（2006

）、
経
済
産
業
省
『
2
0
0
7
年
版
不
公
正
貿
易
報
告
書
』「
第
2
部
第
14
章
一
方
的
措
置
」（http://w

w
w.m

eti.go.jp/re-
port/data/g70416a01j.htm

l

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
七
年
八
月
一
六
日
）、
朝
日
新
聞
各
記
事
等
）
の
他
、「
独
自
」
と
す
る
説
（
浅
田
正
彦
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「
国
際
取
引
法
研
究
の
最
前
線
（
第
45
回
）
Ｅ
Ｕ
の
対
イ
ラ
ン
独
自
制
裁
と
安
保
理
決
議
」『
国
際
商
事
法
務
』 

四
四
巻
五
号
七
五
一
―
七
五
五
頁 

（
二
〇
一
六
） 

）
や
日
本
経
済
新
聞
各
記
事
等
）
が
存
在
す
る
。
本
論
文
で
は
、
国
際
法
学
上unilateral act

が
一
方
的
行
為
、unilateral dec-

laration

が
一
方
的
宣
言
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、unilateral

を
一
方
的
と
訳
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
判
断
し
、unilateral sanctions

を

一
方
的
制
裁
と
仮
訳
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
2
）  
も
っ
と
も
、
二
次
制
裁
の
示
す
範
囲
は
学
説
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た
と
え
ば
「
制
裁
対
象
国
と
の
通
商
取
引
や
制
裁
対
象
国
に
対
す
る
資
金
援

助
等
の
関
係
を
有
す
る
第
三
国
ま
た
は
そ
の
国
民
と
の
取
引
を
行
う
こ
と
を
、
自
国
民
に
対
し
て
禁
止
す
る
措
置
」
と
し
、「
第
三
国
ま
た
は
自

国
民
以
外
の
国
民
（
外
国
籍
の
自
国
子
会
社
も
含
む
）
が
制
裁
実
施
国
と
取
引
を
行
う
こ
と
（
自
国
を
原
産
地
と
す
る
物
資
や
技
術
の
再
輸
出
を

含
む
）
を
禁
止
す
る
措
置
」
を
三
次
制
裁
と
す
る
説
（
中
谷
和
弘
「
経
済
制
裁
の
国
際
法
上
の
機
能
と
そ
の
合
法
性
（
五
）

―
国
際
違
法
行
為

の
法
的
結
果
に
関
す
る
一
考
察

―
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
〇
一
号
三
・
四
号
七
二
頁
、
一
九
八
八
）、
後
者
の
よ
う
な
制
裁
も
二
次
制
裁
に
含

め
る
と
す
る
説 （G

ary Clyde H
ufbauer et al., Econom

ic Sanctions Reconsidered 3
rd, Peterson Institute for International Econom

-
ics （2007

）, at 130, and M
eredith Rathbone, Peter Jeydel, and Am

y Lentz, 

“Sanctions, Sanctions Everyw
here: Forging A Path 

Through Com
plex Transnational Sanctions Law

s

”, G
eorgetown Journal of International Law, Vol. 44, N

o. 3 

（2012 -2013

）, at 
1070

）、
二
次
制
裁
を
大
き
く
捉
え
、
国
内
の
自
国
民
が
制
裁
対
象
国
と
の
通
商
取
引
や
制
裁
対
象
国
に
対
す
る
資
金
援
助
等
の
関
係
を
有
す
る

第
三
国
ま
た
は
そ
の
国
民
と
の
取
引
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
措
置
をterrinational

な
二
次
制
裁
と
し
、
自
国
領
域
外
で
第
三
国
の
企
業
に
務

め
る
自
国
民
が
制
裁
対
象
国
と
取
引
す
る
こ
と
や
、
第
三
国
が
制
裁
対
象
国
と
取
引
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
措
置
をnon-terrinational

な
二
次

制
裁
と
す
る
説
（Jeffrey A. M

eyer, 

“Secondary Thoughts on Secondary Sanctions

”, U
niversity of Pennsylvania Journal of Inter-

national Law, Vol. 30, N
o. 3

（2009

）, at 910
）
な
ど
が
存
在
す
る
。

（
3
）  

な
お
、
制
裁
法
の
域
外
に
お
け
る
妥
当
性
の
考
察
に
あ
た
り
、「
経
済
制
裁
」
が
国
際
法
に
お
け
る
「
報
復
」（
そ
れ
自
体
で
は
国
際
法
上
違
法

と
な
ら
な
い
行
為
）
と
「
対
抗
措
置
」（
そ
れ
自
体
違
法
だ
が
相
手
国
の
先
行
違
法
行
為
の
存
在
に
よ
っ
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
措
置
）
の
い

ず
れ
か
、
と
い
う
検
討
は
有
益
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
報
復
」
も
「
対
抗
措
置
」
も
制
裁
実
施
国
と
制
裁
対
象
国
の
法
的
関
係
を
表
現
す

る
用
語
で
あ
り
、
第
三
国
と
制
裁
実
施
国
の
法
的
関
係
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
合
法
な
「
対
抗
措
置
」
で
あ
り
制

裁
対
象
国
に
対
す
る
行
為
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
国
家
責
任
条
文
上
は
違
法
行
為
を
行
な
っ
た
国
家
に
対
し
て
の
み

（only

）
対
抗
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
国
に
対
す
る
行
為
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。See 

also Jam
es C

raw
ford, The International Law

 C
om

m
ission

’s A
rticles on State Responsibility: Introduction, Text and 
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Com
m
entaries, Cam

bridge U
niversity Press 

（2002

）, at 28. 

し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
は
経
済
制
裁
を
、
問
題
と
さ
れ
る
国
家
の
行
為
を

「
対
象
と
な
る
国
家
（target state

、
以
下
制
裁
対
象
国
）
の
行
為
の
不
承
認
の
表
明
、
も
し
く
は
、
そ
の
政
策
、
実
行
、
な
い
し
政
治
的
構
造

を
制
裁
対
象
国
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
家
に
よ
っ
て
採
ら
れ
る
経
済
的
措
置
」
と
広
く
定
義
す
る
こ
と
と
し
た
。 See Andreas 

F. Low
enfeld, International Econom

ic Law, O
xford U

niversity Press （2008

）, at 850.
（
4
）  M

enno T. Kam
m
inga, 

“Extraterritoriality

”, in M
ax Planck Encyclopedia of Public International Law

, edited by Rüdiger 
W

olfrum
, O

xford U
niversity Press （2012

）, at 1071.

（
5
）  Andreas F. Low

enfeld, 

“International Litigation and the Q
uest for Reasonableness

”, Recueil des Cours, Vol. 245 

（1994

）, at 
43.

（
6
）  See Low

enfeld, at 850 supra note 3.

（
7
）  International Law

 Com
m
ission, Report on the W

ork of Its Fifty-eighth Session, Annex E （2006

）, at 516.

（
8
）  

こ
の
理
由
と
し
て
、
立
法
府
だ
け
で
な
く
行
政
規
則
や
執
行
付
の
行
為
や
命
令
な
ど
もprescription

（
規
律
行
為
）
と
同
様
の
効
果
を
持
ち

得
る
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See Restatem

ent 

（Third

） of Foreign Relations Law
 of the U

nited States 

§ 401 

（1987

） 

﹇hereinafter Restatem
ent 

（Third
）﹈. 

な
お
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
訳
す
る
上
で
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
研
究
会
（
訳
）

「
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
一
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
八
巻
五
号
六
九
―
八
六
頁
（
一
九
八
九
）、「
ア
メ
リ
カ
対

外
関
係
法
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
二
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
八
巻
六
号
六
〇
―
七
八
頁
（
一
九
九
〇
）、「
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
第
三

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
三
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
九
巻
一
号
八
三
―
一
〇
八
頁
（
一
九
九
〇
）
を
参
考
と
し
た
。

（
9
）  

山
本
草
二
「
国
家
管
轄
権
の
機
能
と
そ
の
限
界
」『
法
学
教
室
』
三
五
号
二
四
頁
（
一
九
八
三
）。

（
10
）  

山
本
草
二
『
国
際
法
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
）、
二
三
二
頁
。

（
11
）  

同
右
、
二
四
三
頁
。

（
12
）  Cedric Ryngaert, Jurisdiction in International Law Second Edition, O

xford U
niversity Press （2015

）, at 21

、
山
本
草
二
「
国
家

管
轄
権
の
域
外
適
用
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
七
八
一
号
一
九
八
頁
（
一
九
八
三
）。

（
13
）  

朝
日
新
聞
朝
刊
一
九
九
七
年
三
月
一
六
日
。See also, J. U

rquhart, 
“Wal-M

art Puts Cuban G
oods Back on Sale

”, W
all Street 

Journal

（Eastern edition

）, 1997 M
ar 14, Sect. A, 3: 3.

（
14
）  Cedric Ryngaert, 

“Extraterritorial Export Controls 

（Secondary Boycotts
）”, Chinese Journal of International Law, Vol. 7  
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（2008

）, at 637, 

朝
日
新
聞
朝
刊
二
〇
〇
六
年
三
月
二
九
日
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
メ
キ
シ
コ
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
ル
イ
ス
・
エ
ル
ネ

ス
ト
・
デ
ル
ベ
ス
氏
は
、「
我
が
国
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
法
律
の
域
外
適
用
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

See J. M
cKinley, 

“Mexico and Cuba protest hotel

’s expulsion of H
avana delegation

”, N
ew York Tim

es 

（1923 -Current file

）, 
2006 Feb 07, Sect. 1.

（
15
）  Rathbone, Jeydel, and Lentz, supra note 2, at 1121.

（
16
）  
朝
日
新
聞
夕
刊
二
〇
一
二
年
六
月
一
三
日
、
朝
日
新
聞
夕
刊
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
一
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
二
〇
一
四
年
七
月
二
日
。See 

also A. Low
rey, 

“ING
 Bank to Pay $619 M

illion to Settle Inquiry into Sanctions V
iolations

”, N
ew York Tim

es 

（1923 -Current 
file

）. 2012 Jun 13, Sect. 1, J. Sparshott, 

“Standard C
hartered Settles U. S. Sanctions A

llegations

”, W
all Street Journal 

（O
nline

）, 2012 D
ec 10, and B. D

evlin, C. M
. M

atthew
s, 

“BN
P N

ear Settlem
ent w

ith U. S. for up to $9 Billion: Investigators 
Say Evidence Indicates French Bank hid $30 Billion of Transactions in V

iolation

”, W
all Street Journal （O

nline

）, 2014 Jun 23.

（
17
）  

朝
日
新
聞
夕
刊
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
二
〇
一
三
年
六
月
二
一
日
。
ま
た
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
及
び
そ
の
関
連
子

会
社
は
、
当
該
事
案
に
お
け
る
英
国
当
局
へ
の
説
明
の
遅
滞
を
理
由
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
し
て
も
約
三
七
億
円
を
罰
金
と
し
て
支

払
っ
て
い
る
（
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
二
〇
一
七
年
二
月
一
〇
日
参
照
）。

（
18
）  Low

enfeld, supra note 3 at 899, 900.

（
19
）  Rathbone, Jeydel, and Lentz, supra note 2, at 1119.

（
20
）  U. S. Cham

ber of Com
m
erce, 

“Oppose U
nilateral Econom

ic Sanctions

” （https://w
w
w.uscham

ber.com
/issue-brief/oppose-

unilateral-econom
ic-sanctions, last visited 08/16/2017

）.

（
21
）  

小
寺
彰
「
国
家
管
轄
権
の
域
外
適
用
の
概
念
分
類
」『
山
本
草
二
先
生
古
稀
記
念
　
国
家
管
轄
権

―
国
際
法
と
国
内
法
』
村
瀬
信
也
、
奥
脇

直
也
編
（
勁
草
書
房
、
一
九
九
八
）、
三
五
八
頁
。

（
22
）  

朝
日
新
聞
朝
刊
一
九
八
二
年
六
月
二
五
日
、
朝
日
新
聞
夕
刊
一
九
八
二
年
八
月
二
四
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
一
九
八
二
年
一
一
月
一
五
日 

。See 
also Low

enfeld, supra note 3, at 913, Com
pagnie Europiennedes Pitroles S. A. v. Sensor N

ederland B. V., 22 I. L. M
. 66 （D

ist. 
Ct., The H

ague 1982

）, European Com
m
unity: N

ote and Com
m
ents on the A

m
endm

ents of 22 June 1982 to the Export 
Adm

inistration Act, Presented to the U
nited States D

epartm
ent of State on 12 August 1982, 21 I. L. M

. （1982

）, and Clyde H
 

Farnsw
orth, Com

pany loses in plea to prevent penalties on soviet pipeline sale, N
ew

 York Tim
es 

（1923 -Current file

）, 1982 
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Aug 25, Sect. 2.

（
23
）  

も
っ
と
も
、
ヘ
ル
ム
ズ
・
バ
ー
ト
ン
法
の
先
駆
け
と
な
る
キ
ュ
ー
バ
民
主
主
義
法
も
二
次
制
裁
の
規
定
を
含
む
。 See Cuban D

em
ocracy 

Act of 1992, 22 U. S. C. 

§§ 6001 -6010, and J. Brett Busby, 

“Note: Jurisdiction to Lim
it Third-Country Interaction w

ith Sanc-
tioned States: The Iran and Libya Sanctions and H

elm
s-Burton Acts

”, 36 Colum
bia Journal of Transnational Law

 621 （1998

）, 
at 642.

（
24
）  Cuban Liberty and D

em
ocratic Solidarity （LIBERTAD

） Act of 1996, 22 U. S. C. 

§§ 6091.

（
25
）  Busby, supra note 23, at 645.

（
26
）  Cuban Liberty and D

em
ocratic Solidarity （LIBERTAD

） Act of 1996, 22 U. S. C. 

§§ 6023, and H
arry L. Clark, 

“Dealing w
ith 

U. S. Extraterritorial Sanctions and Foreign Counterm
easures

”, U
niversity of Pennsylvania Journal of International Econom

ic 
Law, Vol. 25 （2004

）, at 471.

（
27
）  Ryngaert, supra note 14, at 648.

（
28
）  U

N
G
A
 Res. 47/19 

（N
ov.24, 1992

）, 48/16 

（N
ov.3, 1993

）, 49/9 

（O
ct. 26, 1994

）, 50/10 

（N
ov. 2, 1995

）, 51/17 

（N
ov. 15, 

1996

）, 52/10 （N
ov. 5, 1997

）, 53/4 （O
ct. 14, 1998

）, 54/21 （N
ov. 9, 1999

）, 55/20 （N
ov. 9, 2000

）, 56/9 （N
ov. 27, 2001

）, 57/11 

（N
ov. 12, 2002

）, 58/7 

（N
ov. 4, 2003
）, 59/11 

（O
ct. 20, 2004

）, 60/12 

（N
ov. 8, 2005

）, 61/11 

（N
ov. 8, 2006

）, 62/3 

（O
ct. 30, 

2007

）, 63/7 

（O
ct. 29, 2008

）, 64/6 

（O
ct. 28, 2009

）, 65/6 

（O
ct. 26, 2010

）, 66/6 

（O
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